
 

他人の力も必要 
夫の介護も 3 年目に入りました。自宅で過ごし

たいと願う夫の気持ちを大事にしてきましたが、

1日 24時間、1年 365日休みなしの介護の日々は、

頭では分かっていても、家族ゆえに、遠慮ない言

葉も出てしまいます。 
失語症の夫は、意思を伝えられなもどかしさか

ら、家族以上にストレスを抱えていないだろうか。

家族も、ここは少し距離を置いてお互いリフレッ

シュすることも大事ではないか？と、夫を家の近

くの施設に 2 週間預かってもらうことにしました。 
夫にとって初めて

のお泊り体験ですが、

家族にとっても、漂

白剤と消臭剤を手放

せない排泄の介護か

ら開放されたことで

精神的にもほっとしています。 
国は、介護保険の見直しが控えています。施設

から在宅への流れの中で、在宅でいかにして介護

をしてゆかなければならないのか、誰にでもやっ

てくる老い支度を、真剣に考えてゆかないといけ

ないようです。元気に暮らせる保証がないのだか

らこそ真剣に。 

男性も人生 80 年の時代 

日本人の男性の平均寿命が 80.21 歳。始めて 80
歳を超えたと報じられました。男性の平均寿命は

前年の世界第 5 位から 4 位に順位を上げたそうで、

男性の世界 1 位は香港の 80.87 歳だそうです。 
平均寿命が延びたのは、各年齢でガンや、心疾

患、脳血管疾患、肺炎の死亡状況が改善した結果

だそうで、日本は、男女とも平均寿命が 80 歳を

超えました。医療保険も充実し、安心して医療を

受けられる日本では、医療技術も向上しているの

でさらに平均寿命は延びることが予想されます。 
誰でも年をとれば認知症になるといわれており、

長生きすればするほど、認知症の人の数も増えて

きます。しかし、少子化でそれを支える若い世代

が少ないというのなら、高齢者の介護は誰がする

のだろうか？外国人やロボットに介護をされる世

の中になるのだろうか？煮物のようなお袋の味の

する食事は作ってもらえるのだろうか？ 
昔見たチャップリンの「モダンタイム」を思い

出した。どんなに便利になっても、どんなに機械

化されても、感情の部分は通い合える介護をして

もらいたいものです。 
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８月の回想おしゃべり 
8 月は、歴史民族資料館での活動はお休みさせて

いただきます 
 

８月のおしゃべりサロン 
開催場所 市役所地下元職員食堂 
開催時間 ２時～４時 
開催日 ２５日（月） 


